
2016 問 18 半導体 振幅変調 

 

振幅変調について，次の(a)及び(b)の問に答えよ。 

 

(a) 図 1 の波形は，正弦波である信号波によって搬送波の振幅を変化させて得ら

れた変調波を表している。この変調波の変調度の値として，最も近いものを次の(1)

～(5)のうちから一つ選べ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(1)  0.33    (2)  0.5    (3)  1.0    (4)  2.0    (5)  3.0  

 
 
 
 



) 解解  説説  

振幅変調の変調度は、次の式で求めることができます。 

m = 
ba
ba




  a は振幅の最大値、b は振幅の最小値  
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図から、振幅の最大値は、 a
2
3

 + a
2
3

 = 3a 

振幅の最小値は、
2
a

 + 
2
a

 = a  と求められる。 

 

m = 
ba
ba




 に、a = 3a , b = a を代入する。 

m = 
aa3
aa3 


 = 

a4
a2

 = 0.5 

 
 

答  (a) － (2)  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



(b) 次の文章は，直線検波回路に関する記述である。 

振幅変調した変調波の電圧を，図 2 の復調回路に入力して復調したい。 

コンデンサ C [F] と抵抗 R [Ω] を並列接続した合成インピーダンスの両端電圧

に求められることは，信号波の成分が （ア） ことと，搬送波の成分が （イ） こ

とである。 

そこで，合成インピーダンスの大きさは，信号波の周波数に対してほぼ抵抗 R [Ω] 

となり，搬送波の周波数に対して十分に （ウ） なくてはならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の記述中の空白箇所(ア)，(イ)及び(ウ)に当てはまる組合せとして，正しいもの

を次の(1)～(5)のうちから一つ選べ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 解解  説説  

(b) 

ラジオ放送に、AM 放送と FM 放送がありますが、 

振幅変調とは、AM 放送に使われる技術です。 

AM (振幅変調 Amplitude Modulation) では音声データを信号波(電波)として送りますが、

信号波だけでは送ることができないので、これに搬送波をミックスしたものを電波と

して送ります。 



問題中に「復調回路」とありますが、復調回路とは受信側のことです。 

送信側では信号波と搬送波をミックスした電波を送信しますが、 

受信側(復調回路)では、受け取った電波を再び信号波と搬送波に分離して信号波を取り

出す必要があります。 

(搬送波は送信するためだけに必要なものなので、受信側では搬送波の情報は必要ない) 

つまり復調回路では 信号波は必要な成分、搬送波は不必要な成分と言えます。 

 

以上のことから、 

「信号波の成分が （ア）ある  ことと，搬送波の成分が （イ）なくなる  ことである。」

が正解になります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

復調回路では 信号波を取り出し 搬送波は無視する、このような回路が必要になります。 

問題の回路図では、抵抗 R に流れた分が信号として取り出されます。 

(コンデンサに流れた分は取り出されない) 

したがって、信号波は抵抗に流して コンデンサに流さない、逆に 搬送波はコンデンサ

に流して 抵抗には流さない、このような回路にする必要があり、RとCの値を調整すれ

ば、そのような回路になります。 

 

信号波と搬送波では周波数が異なるので、そのことを利用します。 

(信号波・・・周波数低い 、 搬送波・・・周波数高い) 

 

コンデンサのリアクタンスは、Xc = 
Cf2

1
π

で求められる。 

つまり、リアクタンス Xc の値は周波数 f によって変わります。 
 

信号波のときには 
Cf2

1
π

 ＞ R となるように、また、搬送波の周波数のときには 
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 ＜ R となるようにコンデンサの C の値を決めればいいことになります。 

 

電気は抵抗の小さいほうに流れるので、 

信号波の周波数のときに Xc ＞ R となれば、信号波は R に多く流れ、 

搬送波の周波数のときに Xc ＜ R となれば、搬送波は Xc に多く流れ、R にはほとん

ど流れません。 

 

 

C と R の値を調整すれば、信号波

は R に流れ、搬送波は C に流れる

ようになる 
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抵抗 R の大きさは一定で、Xc の値は周波数によって変化するということは、 

R ＜ Xc のとき、インピーダンスは大きくなり、 

R ＞ Xc のとき、インピーダンスは小さくなるということです。 

 

わかりにくいと思うので、数字を当てはめて説明してみます。 

例えば R = 10 とする (抵抗 R の大きさは一定) 

R = 10 のとき、R ＜ Xc にしようとすると、例えば Xc = 15 になる。 

このときのインピーダンスは、Z
．
 = 10 + j15 になる。 

 
R = 10 のとき、R ＞ Xc にしようとすると、例えば Xc = 5 になる。 

このときのインピーダンスは、Z
．
 = 10 + j5 になる。 

 

Z
．
 = 10 + j15 と Z

．
 = 10 + j5 を比べた場合、後者のほうがインピーダンスは小さくなる。 

つまり、搬送波の周波数に対してインピーダンスは 小さくなるということです。 

 

以上のことから(ウ)に入る言葉は、「合成インピーダンスの大きさは ・・・ 搬送波の

周波数に対して十分に （ウ）小さく  なくてはならない。」となります。 

 

 

答  (b) － (2)  


